
２０１９年 年の初めに・・・  
【お天気が最高だった平成最後のお正月】 
２０１９年のお正月をゆっくり過ごせたかたは、天気も良く最高の

お正月だったと思います。私は、１月１日に町長としての初仕事であ

る、初詣に行ってきました。私が明和町の成長と安全を願う護摩大札

を、息子が家業である不動産業の商売繁盛の護摩大札を受けるため、

息子の運転で朝早くから足利市にある寺岡元三大師に向かいました。

着いてみると「なんで元旦から人がこんなにいるの？」というくらい

混んでいました。清水寺で毎年発表されるその年の世相を表す漢字が、

昨年は「災」であったように近年続く災害に人々は、今年こそはいい

年になってもらいたいと「神頼み」の気持ちで集まっているのかもし

れないと感じました。 
護摩大札を２枚受け帰宅するともう午後です。これだけで元旦の大

仕事です。それから、届いた年賀状の整理、娘夫婦と孫の祝賀来訪を

受け、にぎやかに１月最初の日は暮れてゆきました。そして、１月２

日からは年始回りや新年会が始まり、また忙しい日々が幕を開けまし

た。  



【改元の年２０１９年】  今年は、今上天皇のご退位があり５月には平成から新しい年号に変
わります。そして、今年のゴールデンウィークはなんと１０連休とな

ります。これは、５月１日の新天皇の即位の日を今年だけ祝日とする

ことにより、４月３０日と５月２日が祝日に挟まれた日となるため、

その２日も法律上祝日扱いになるというものです。 
では、１０連休中のゴミ回収はどうするの？役場の窓口はどうする

の？いろいろなことを前もって予測し、決めなければなりません。追

って町民の皆様がたには連休中のスケジュールをお伝えいたします。  
【予算編成作業と新年会】 
役場では、年明けから来年度の予算編成作業が始まります。私も昼

間は各課の担当者と数字のにらめっこです。また、毎晩が新年会です。

中には１日に２つも３つも重なることがあり、体調管理に万全を期さ

なければなりません。なにしろ、個人の体ではなく、町の代表者とし

ての体でもあります。言葉１つにしても、十分に吟味するくらいの気

持ちでいないと、国や県からの補助金などにも波及し予算の編成にも

大きな影響を与えてしまいます。 
そんな緊張感を持って仕事にあたっていると、１月中旬に群馬県よ

り１通の手紙が届きました。それは、今年の春に市街化区域編入予定



でいた入ケ谷南工業団地（約１４ヘクタール）を、１月２５日に編入

するという通知でした。  
【役場担当職員のたゆまぬ努力に感謝、感謝！】 
なんと予定よりも３ヶ月余りも早く市街化区域編入が決まりました。

したがって、その土地買収費の支払いがすぐそこに迫っており、嬉し

くも忙しく金策に走り回っております。こうして、私は明和町活性化

のコマが１つ１つ確実に進んでゆくのを実感しながら、次のコマの進

め方を考えておりましたら、すでに担当職員は、その編入手続きで必

要となる膨大な書類を夜なべして作成しておりました。まさに職員に

感謝、感謝です。 
都市計画では、どの計画にしても地権者のかたがいます。地権者協

議から始まり地権者のかたの同意を得てからが本番です。その後、今

回の工業団地造成計画もそうですが、川俣駅前開発計画、１２２号バ

イパス沿いへの集客施設計画のいずれも、国や県と都市計画協議や農

政協議をおこない、その計画の必要性を訴えなければならず、それは

それは大変なものなのです。都市計画協議は、群馬県知事が権限を持

っておりますので、いかにその計画が明和町に必要かを上手に説明し

根拠づけをすれば、知事は理解し許可をくださいます。しかし、その

あとに追加書類をいくつも要求されるため、都市計画協議だけで担当



職員はヘトヘトになってしまいます。 
そして、次の農政協議は県を介して国の機関である関東農政局や農

林水産省との協議です。この協議がもっと大変です。なにしろ、これ

ではダメ！とダメ出しからスタートします。何とか都市計画協議を通

してくれた職員の多くが音を上げてしまいます。  
【職員の命がけの「ナイストライ」に拍手喝采！】 
それでも、当町の職員はめげずに頑張り抜き、協議をいくつも成功

させ、今回も大きな成果をあげてくれました。編入の報告を受け、一

連の職員の命がけともいえる「ナイストライ」に拍手喝采をして、「達

成感と心から湧き上がる喜び」を職員とともに味わいました。 
しかし、執行者として次のコマをいかに進めるかをすぐに思案しな

ければなりません。いつになっても気持ちは楽にならない。それでも、

この夜空の星へ手を伸ばすような「果てのない感覚」に立ち向かおう

と私を突き動かす決意は、「この町をなんとしても活性化させてみせ

る！！」という男の意地なのかもしれません。 
さあ、今年も頑張ります！やらねばならない町のために！町の将来

のために！町民の幸せのために！２０１９年を素晴らしい年にするた

めに！  



平成３１年１月２８日  
明和町長 冨塚もとすけ   


